
　　人ロの動き

一8月1日現在一
男4，818（＋3）

女4，931（±o）

計9，749（＋3）
世帯数2，339（一3）

　　（）前月比較
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欝
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8月の休日救急医

手　診療所
　島医院（川原町）

　条病院（中条）
9月上句の予定

　田医院（本町西）

　口医院（下条）

千
大
中

12日

19日

26日

池
山

覇

四
叩

　　蜘磯．
　　　　　　『　P　　』　　　　　　■
　　　　　　華誤

蜜
　
夏
休
み
も
半
ば
に
差
し
掛
か
り
、
子

供
た
ち
は
黒
さ
を
増
し
な
が
ら
、
毎
日

を
生
き
生
き
と
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

　
近
ご
ろ
で
は
、
夏
休
み
と
い
っ
て
も
、

水
泳
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
い
っ
ぱ
い
。
ほ
と
ん
ど
毎
日

学
校
へ
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
は
ラ
ジ
オ
体
操
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
起
き
が
た
い
へ
ん
で
す
。

　
も
う
す
ぐ
盆
や
祭
り
が
来
ま
す
が
、

遊
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
夏

休
み
帳
や
自
由
研
究
な
ど
の
ま
と
め
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
す
。

　
写
真
は
、
学
校
帰
り
の
赤
谷
の
子
供

た
ち
。
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議会

告報

　
第
二
回
町
議
会
定
例
会
が
、
六
月
二
十
六
日
か
ら

七
月
十
七
日
ま
で
の
二
十
二
日
問
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
の
前
半
分
に
つ
い
て
は
、
先
月
号
で

報
告
し
ま
し
た
の
で
、
ヘ
ノ
回
は
、
最
終
日
の
七
月
十

七
日
分
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
あ
る
い

は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に

滋
野

　
川
西
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
大
久
保
武
義
氏
の
任
期
が
、
七

月
二
十
五
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
後
任
と
し
て
滋
野
定
良
氏
が
選
ば

れ
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
滋
野
氏
は
、
野
口
に
お
住
い
で
す
。

今
年
の
三
月
ま
で
川
西
町
役
場
に
お
勤

め
で
、
町
職
員
時
代
は
、
議
会
事
務
局

長
、
収
入
役
室
長
（
副
収
入
役
）
、
健

康
管
理
室
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

定
良
氏

固定資産

　評価審査委員会とは

●固定資産評価審査委員会は、

固定資産課税台帳に登録され

　た事項に関する不服を審査決

定するために設置

●委員の定数は3人、任期は3

年
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　・　　　　　　　　　の　　　　　　　　　．　　　　　　　　　一　　　　　　　　〇　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　曹　　　　　　　o　　　　　　o　　　　　　o　　　　　　o　　　　　o　　　　　一　　　　　一　　　　．　　　　・　　　　一　　　，　　　一　　　．　　．　　一　　．　・　．　一

．一騨

のつ二

特別委員会を設置

　議会に克雪対策特別委員会と信

濃川発電所対策特別委員会の二つ

の特別委員会が設置されました。

　委員は次のとおりです。◎印一
委員長、○印一副委員長（敬称略）

《》克雪対策特別委員会

　桑原要雄　高橋長夫
　登坂　茂　高橋礼三
◎小海貞二〇保坂次夫

　戸田哲次　押木元男
　羽鳥欣一

◇信濃川発電所対策特別委員会

　高橋弥太郎　　．ヒ村広治

　平野正義○若山三郎
　小林寅雄　田中与三郎
　滋野一郎　 戸田専治
◎平野圭二　 小林正人

議会推薦の

農業委員会委員

　議会推薦の川西町農業委員会委

員に、 ヒ村広治氏と滋野一郎氏が

決まりました。
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▽
地
方
財
政
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　
《
内
容
》
①
地
方
財
政
に
対
す
る

国
の
財
源
保
障
の
責
務
を
全
う
す

る
た
め
、
所
要
の
地
方
交
付
税
総

額
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
万
全
の
対

策
を
講
ず
る
こ
と
。
②
最
近
、
国

　
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

国
庫
補
助
負
担
率
を
引
き
下
げ
よ

う
と
す
る
動
き
が
あ
る
や
に
側
聞

す
る
が
、
こ
れ
は
、
地
方
財
政
の

厳
し
い
現
状
を
無
視
し
、
地
方
公

共
団
体
に
一
方
的
に
財
政
負
担
を

転
嫁
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

　
の
で
、
こ
の
よ
う
な
措
置
は
絶
対

　
に
と
ら
な
い
こ
と
。

　
《
提
出
先
》
内
閣
総
理
大
臣
、
大

　
蔵
大
臣
、
自
治
大
臣
、
総
務
庁
長

　
官▽

医
療
保
険
制
度
等
に
関
す
る
意
見

書

《
内
容
》
政
府
は
、
財
政
再
建
の

た
め
医
療
保
険
制
度
の
見
直
し
を

進
め
、
被
用
者
保
険
本
人
の
給
付

率
の
引
き
ド
げ
や
国
民
健
康
保
険

の
国
庫
補
助
率
の
引
き
ド
げ
な
ど
、

国
民
全
体
に
大
幅
な
負
担
増
を
求

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
政
府

は
、
医
療
保
険
の
重
要
性
に
か
ん

意
見
書
の
提
出

が
み
慎
重
に
対
処
し
、
国
民
の
健

康
水
準
の
向
上
を
目
ざ
す
よ
う
要

望
す
る
。

《
提
出
先
》
内
閣
総
理
大
臣
、
大

蔵
大
臣
、
厚
生
大
臣

▽
五
十
九
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格

　
の
引
き
上
げ
と
自
主
流
通
助
成
の

現
行
確
保
お
よ
び
食
糧
の
安
定
確

保
、
米
穀
政
策
の
確
立
と
外
米
輸

入
の
と
り
や
め
に
関
す
る
意
見
書

《
内
容
》
①
五
十
九
年
産
米
の
政

府
買
入
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
と

良
質
米
奨
励
金
の
現
行
確
保
。
②

活
力
あ
る
生
産
体
制
の
育
成
強
化
、

米
の
国
内
生
産
に
よ
る
自
給
体
制

の
確
立
、
な
ど
。

《
提
出
先
》
内
閣
総
理
大
臣
、
大

蔵
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
通
商

産
業
大
臣
、
経
済
企
画
庁
長
官
、

食
糧
庁
長
官

▽
国
立
病
院
、
療
養
所
の
廃
止
や
地

方
自
治
体
へ
の
移
譲
ま
た
は
、
民

営
化
計
画
に
関
す
る
意
見
書

　
《
内
容
》
地
域
医
療
を
後
退
さ
せ

　
る
こ
と
な
く
、
需
要
に
即
し
て
整

備
拡
充
を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
《
提
出
先
》
内
閣
総
理
大
臣
、
大

蔵
大
臣
、
厚
生
大
臣
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伽
懇
　
人
　
曳

臓
A
謬
　
噺

鰯
　
任
期
満
了
に
伴
フ
川
西
町
農
業
委
員

”
　
　
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
立
候
補
者
と
定

㎜
　
　
数
が
同
数
の
た
め
無
投
票
と
な
り
、
七
　
　
　
侮

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
　
　
月
十
六
日
の
選
W
蒙
ム
で
別
表
の
方
々
の
　
　
　
・

㎜
　
　
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
七
月
　
　
7
1
9

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
　
　
二
十
日
に
発
生
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
5
9
7

㎜
　
　
　
川
西
町
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
　
　
昭
・

㎜
　
　
る
委
員
が
十
七
人
、
町
長
が
選
任
す
る
　
　
期
6
2

㎜
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
～

…
　
　
委
員
が
三
人
の
計
二
十
人
で
構
成
さ
れ
　
　
　
（

㎜
　
　
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

㎜
　
　
　
八
ノ
回
の
選
挙
で
十
人
の
新
委
員
が
誕

㎜　　生し

ま
し
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
口
貝

㎜
　
謹
　
　
■
鰹
　
　
　
　
　
委

㎜
、
．
　
、
娼
腓

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
・
　
，
、
・
．
饗
撫

…
．
獺
．
・
　
付
こ

抑
麗
麟
鐵
．
踊
、
脚
．
一
灘

3
　
　
．
，
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
　
　
☆

　
　
　
　

哩
，
撚
　

p
、
　
，
．
警
当

㎜
　
㎜
灘
懇
　
醸
　
　
　
　
羅

氏　　名 現・新 年齢 町内名 担　当　地　区

平　野　末之助 現 65 四郎兼 東山

丸　山　康　一 新 55 原　　田 原田・根深・下原

田　口　直　人 現 38 木　　落 木落・寺ケ崎

高　橋　信　雄 現 53 赤　　谷 赤谷・岩瀬・大倉

小　林　忠　臣 現 54 中仙田 中仙田・田戸・越ケ沢

内　山　弥太郎 新 58 新町新田 新町新田

押　木　増　雄 現 69 元　　町 元町

数　藤　貞　義 現 57 沖　　立 沖立・上新井

佐　藤　寅　夫 現 57 仁　　田 仁田・塩辛

丸　山　　　清 新 45 高原田 高原田・伊友

星　名　隆　一 現 62 野　　口 野口

高　橋　毅　一 新 53 高　　倉 高倉・小脇

茂　野　武　治 新 62 室　　島 室島・藤沢

江　口　春　夫 新 44 小白倉 大白倉・小白倉

南　雲　一　男 新 51 田中町 中屋敷・水口沢

渡　辺　　　強 新 46 鶴　　吉 坪山・霜条・鶴吉

今　井　誉　夫 現 67 上　　野 上野

☆町長が選任する委員

柄　沢　悌　二 現 54 沖　　立 農協推薦　沖立

上　村　広　治 新 61 上　　野 議会推薦　蛋源曜差三

滋　野　一　郎 新 57 野　　口 議会推薦　統括

　
こ
れ
ら
が
重
要
な
仕
事
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
の
業
務
に

関
し
て
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担

当
地
区
の
委
員
あ
る
い
は
農
業
委
員
会

事
務
局
（
雪
68

－
3
1
1
1
有
線
2

1
4
3
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
法
令
に
属
さ
な
い
任
意
業
務

①
農
地
等
の
利
用
関
係
に
つ
い
て
の
あ

　
っ
せ
ん
と
争
議
の
防
止

②
農
地
等
の
交
換
分
合
の
あ
っ
せ
ん
、

　
そ
の
他
農
業
実
情
の
改
善

③
農
業
、
農
村
に
関
す
る
振
興
計
画
の

樹
立
と
実
施
推
進

④
農
業
技
術
の
改
良
、
農
業
経
営
の
合

　
理
化
な
ど

⑤
農
業
者
任
金
の
業
務

O

灘
野
一
郎
氏
が
会
長

　
会
長
代
理
に
は
今
井
誉
夫
氏

騨　『

　籍

癖
，灘嚢．

　
　
の
　
　
①
農
地
法
等
に
基
づ
く
農
地
、
採
草
放

　
　
目
　
　
　
牧
地
、
薪
炭
林
の
利
用
関
係
の
調
整

　
　
回
　
　
　
と
自
作
農
の
創
設
維
持
に
関
す
る
こ

　
　
ー

　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
②
農
用
地
利
用
増
進
法
に
よ
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
そ
の
権
限
に
属
さ
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
換
分
合
と
こ
れ
に
付
随
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
④
そ
の
他
法
令
に
よ
っ
て
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
の
権
限
に
属
さ
れ
た
こ
と
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誕團致

塁饗瘍会社名は㈱川西工業
〈

　
町
内
に
、
新
七
い
誘
致
工
場
と
し
て
、

新
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

　
川
西
町
で
ば
、
・
過
疎
化
の
防
止
と
町

の
活
性
化
の
た
み
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
ま
す
が
へ
、
こ
の
ほ
ど
、
，
川
西
高
等

学
校
の
西
側
に
新
会
社
の
建
設
が
決
ま

り
、
八
月
七
日
、
役
場
で
協
定
書
に
調

印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
の
相
手
方
は
、
東
京
・
杉
並
区

に
本
社
を
持
ち
、
す
で
に
I
C
精
密
部

品
の
プ
レ
ス
工
場
を
経
営
す
る
株
式
会

社
キ
ツ
ダ
代
表
取
締
役
社
長
橘
田
武
弘

氏
で
、
川
西
町
に
超
硬
質
合
金
製
金
型

工
場
を
創
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
会
社
名
は
、
株
式
会
社
川
西
工
業
と

決
ま
り
ま
し
た
。

調
印
式
（
手
前

が
橘
田
社
長
）

　
　
　
　
　
灘

簾
叢

来
年
秋
に
は

　
　
創
業
開
始

新
会
社
は
、
近
日
中
に
会
社
設
立
の

　謙諜
　
　
聾
魏
．

撞
羅
難

　
　
．
駕
．
盤
鰹

灘
　
　
　
礫
奪

　
　
　
”
甲

　
　
　
噂
　
糟

　
　
　
　
ド

　
　
　
卿
肥
　
　
　
　
蕗

遡
盤
麗
響
蜷

　
　
雛

▲製品の精密順送金型

登
記
慮
完
了
ざ
せ
、
、
来
年
秋
の
創
叢
開

始
に
向
け
て
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
す
。

　
工
場
敷
地
に
は
、
川
西
高
等
学
校
グ
、

ラ
ウ
ン
ド
の
西
側
に
あ
る
町
有
地
、
二
干

八
百
六
十
二
平
方
メ
L
下
ル
を
売
り
渡

し
ま
す
。

　
こ
の
工
場
で
は
、
各
種
電
子
部
品
の

プ
レ
ス
用
金
型
を
製
造
し
ま
す
。

　
最
近
の
電
子
産
業
の
発
展
に
伴
い
、

将
来
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
会
社
で
す
。

会
社
は
男
子
雇
用
型

　
最
近
、
先
端
技
術
開
発
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
導
入
が
目
覚
ま
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
会
社
も
、
精

密
な
I
C
部
品
の
鋳
型
を
製
造
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
設
計
か
ら
製
造
に
当

た
っ
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
駆
使

さ
れ
、
高
度
の
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

技
術
研
修
生
を

　
　
　
　
募
　
集
　
中

「
曽ー

感
、
，

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
年
金
証
書
提
出
の
月
で
す

　
八
月
は
、
福
祉
年
金
の
受
給
者
が

所
得
状
況
届
を
す
る
月
で
、
国
民
年

金
証
書
を
役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
は
、
向
こ
う
一
年
間

の
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
福
祉
年
金
は
、
そ
の
費
用
の
全
額

が
国
の
負
担
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る

年
金
で
す
。
受
給
権
者
の
人
す
べ
て

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ

る
程
度
生
活
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
人
な
ど
、
一
定
の
基
準
に

よ
っ
て
支
給
が
止
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
こ
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、

次
の
十
一
月
支
給
分
の
受
け
取
り
に

間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。　

受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、
八
月
十
三

日
に
八
月
期
の
年
金
を
郵
便
局
で
受

け
取
り
、
そ
の
場
で
役
場
の
係
員
に

年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　　福祉年金

縫9一…縫

f想鐵梨z
謬　　1，1

　
会
社
で
は
、
来
年
秋
の
創
業
に
先
だ

ち
、
若
い
技
術
陣
を
養
成
す
る
た
め
、

と
り
あ
え
ず
十
人
ほ
ど
の
若
者
（
二
十

歳
代
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
か
ら
は
、
東
京
の
キ
ツ

ダ
工
場
で
一
年
か
ら
一
二
年
の
技
術
研
修

を
経
て
も
ら
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
役

場
企
画
財
政
課
へ
八
月
末
日
ま
で
に
履

歴
書
一
通
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

企
業
誘
致
委
員
会

　
　
委
員
決
ま
る

　
川
西
町
企
業
誘
致
委
員
会
委
員
が
決

ま
り
、
八
月
一
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で

初
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
委
員
は
次
の
十
人
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
◎
印
人
本
長
　
○
印
人
本
長
代
行

　
平
野
綱
一

大
渕
　
　
宏

◎
馬
場
文
雄

○
北
村
日
出
太

戸桑滋星小小
田原野名川林

哲要一俊清重
次雄郎則次則

（
川
西
高
校
）

（
信
組
川
西
支
店
長
）

（
中
央
町
）

（
山
野
田
）

（
木
島
）

（
下
平
新
田
）

（
上
野
）

（
野
口
）

（
室
島
）

（
仁
田
）
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口

白
雷

　
　
》

扇尾

引き続きご協力を

使用済み乾電池（千手・上野地区
　　　　　　　　　　の1か月分）

一
か
月
間
で
二
千
三
百
個
が
集
ま
る

　
最
近
、
使
用
済
み
乾
電
池
の
埋
め
立

て
に
よ
る
土
壌
と
排
水
へ
の
水
銀
汚
染

が
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
町
で
は
、
六
月
二
十
日
か
ら
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
使
用
済
み
乾
電
池
の

回
収
を
始
め
ま
し
た
。
七
月
二
十
五
日

に
調
査
の
た
め
、
全
町
の
ゴ
ミ
収
集
場

所
と
各
小
．
中
学
校
に
設
置
し
た
乾
電

池
入
れ
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
約
一
か
月
分
の

使
用
済
み
乾
電
池
を
回
収
し
た
と
こ
ろ
、

二
千
三
百
十
三
個
（
総
重
量
で
百
二
十

二
．
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
乾
電
池
の
使
用
量
は
、
電
気
製
品
や

各
種
お
も
ち
ゃ
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
普

及
に
よ
り
、
年
々
増
加
を
続
け
て
い
ま

す
。
昭
和
五
十
七
年
の
国
内
で
の
乾
電

池
の
生
産
量
は
、
二
十
六
億
三
千
万
個

水銀が含まれているところ

の部分

㊥
／　　　　　　、＼
プラス極活物質であ

る二酸化マソガソは

酸化剤である　　　．

正
極

で
、
こ
の
う
ち
の
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

輸
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
の
国
内
流

通
数
量
は
十
四
億
八
千
万
個
で
す
。

　
乾
電
池
に
含
ま
れ
る
水
銀
は
、
亜
鉛

の
腐
食
防
止
剤
と
し
て
他
の
物
質
と
の

合
金
と
い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、

マ
ン
ガ
ン
電
池
で
約
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
、

ア
ル
カ
リ
電
池
で
約
二
百
六
十
ミ
リ
グ

ラ
ム
、
水
銀
電
池
（
ボ
タ
ン
形
電
池
）

で
は
千
七
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
が
平
均
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
代
の
人
た
ち
に

住
み
よ
い
環
境
を

　
問
題
と
な
っ
て
い
る
水
銀
汚
染
と
い

う
の
は
、
使
用
済
み
乾
電
池
を
埋
め
立

て
る
こ
と
に
よ
り
腐
食
し
、
こ
の
腐
食

響警鞭鱗

綿轡
灘．灘、擁活魑

負
極

　　O
アルカリ乾電池

饗雛警i誓驚警稀響

人の健康の保護に
　関する環境基準（一部）

項　　　　　目 基　準　値

カ　　ド　　ミ　ウ　　ム 0。01mg／4以下

鉛 0．1mg／4以下

総　　　水　　　銀 0．0005mg／ぞ以下

ア　ル　キ　ル水銀 検出されないこと

し
た
乾
電
池
の
内
部
か
ら
微
量
の
水
銀

が
流
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
乾
電
池
一
個
か
ら
の
流
出
量
は
計
測

で
き
な
い
ほ
ど
の
量
で
す
が
、
多
量
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
流
出
量
は
多
く
な
り
、

将
来
に
与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
焼
却
し
た
場
合
は
排
ガ
ス
中

O
負極亜鉛

∪

悟一　　　．　　、　　。

公正極杏剤　㊦

↑　　ボタン形水銀電池

醐駄銀繊欝灘極活物質繁簸難
i醐懸鎌塗縷難難鱗銀電灘購
轟講，綴師，警…i辮

有害物質の排水基準（一部）

項　　　　目 許　容　限　度

カドミウムおよびその

化合物

1ぞにつきカ　ドミウム

0。1mg

鉛およぴその化合物 14につき鉛1mg
水銀およびアルキル水

銀その他の水銀化合物

14につき水銀0．005

mg
アルキル水銀化合物 検出されないこと

に
水
銀
が
含
ま
れ
、
大
気
を
汚
染
し
ま

す
。

　
町
で
は
引
き
続
き
使
用
済
み
乾
電
池

の
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、
次
代
の
人

た
ち
に
住
み
よ
い
環
境
を
残
す
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

乾
電
池
の
出
し
方

　
使
用
済
み
乾
電
池
は
、
町
内
の
ゴ
ミ

収
集
場
所
に
設
置
し
た
乾
電
池
入
れ
ボ

ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
各
小
・
中
学
校
に
も
乾
電
池
収
集
箱

が
あ
り
ま
す
の
で
、
児
童
・
生
徒
の
お

ら
れ
る
ご
家
庭
で
は
、
学
校
へ
出
し
て

い
た
だ
い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
乾
電
池
の
販
売
店
に

も
回
収
箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
乾
電
池
を
取
り
替
え
の
際
は
、
古

い
物
を
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
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大
正
十
年
三
月
制
走

千
手
町
村

　
本
村
八
封
建
時
代
ノ
余
弊
二
伴
ヒ
、

一
般
二
自
活
心
二
乏
シ
ク
、
衣
食
住
モ

　
　
　
　
　
シ
ャ
シ

近
来
著
シ
ク
奢
修
ノ
弊
ヲ
助
長
シ
、
生

活
費
ヲ
膨
張
セ
シ
メ
、
甚
シ
キ
ニ
至
テ

　
　
　
ト
ウ
ジ
ン

ハ
家
産
ヲ
蕩
尽
ス
ル
モ
ノ
続
出
ス
ル
ニ

至
ル
。
畢
寛
文
吟
皮
相
的
感
化
二
陥
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
エ

シ
結
果
二
外
ナ
ラ
ズ
ト
断
言
ス
ル
モ
敢

テ
過
言
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
今
二
於
テ

猛
然
反
省
ヲ
促
シ
、
協
力
一
致
改
善
ノ

実
果
ヲ
収
ム
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ン
ハ
農
村
ノ

前
途
実
二
寒
心
二
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ
、
サ

レ
バ
産
業
、
教
育
、
衛
生
、
兵
事
等
各

村
実
際
ニ
ツ
キ
テ
調
査
シ
、
一
面
二
於

テ
歓
陥
ト
シ
テ
改
ム
ヘ
キ
点
及
美
点
ト

シ
テ
助
長
ス
ベ
キ
点
ヲ
発
見
ス
ル
ト
共

二
、
一
面
ニ
ハ
之
力
改
善
ノ
方
針
ヲ
樹

立
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

　
今
ヤ
各
村
共
着
々
村
是
ノ
制
定
ヲ
見

ル
ニ
至
ル
、
真
二
国
家
ノ
為
メ
喜
ブ
ベ

キ
コ
ト
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
如
何
二
精
密

ナ
ル
調
査
モ
遠
大
ナ
ル
計
画
モ
、
之
力

実
行
ヲ
見
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
殆
ト
徒
労

二
属
セ
ン
ノ
ミ
、
故
二
協
力
一
致
百
難

ヲ
排
シ
テ
之
力
実
行
ヲ
期
セ
サ
ル
ベ
カ

ラ
ズ
、
今
本
村
ノ
過
去
現
在
ノ
実
情
ヲ

調
査
シ
、
一
層
村
民
ノ
幸
福
ヲ
増
進
セ

ン
カ
為
メ
、
将
来
二
向
ッ
テ
幾
多
改
善

ス
ヘ
キ
点
ヲ
指
摘
シ
、
遵
守
励
行
ス
ヘ

キ
方
針
ヲ
制
定
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

甲
　
土
地
二
関
ス
ル
事
項

一
、
本
村
ノ
米
作
平
均
収
量
ヲ
一
反
歩

村
是
（
抜
粋
）

四
石
以
上
二
向
上
セ
シ
ム
ル
タ
メ
左
ノ

事
項
ヲ
実
行
ス
ル
コ
ト

　
④
耕
地
整
理
ノ
実
行
ヲ
奨
励
ス
ル
事

　
◎
農
業
教
育
ノ
奨
励
研
究
ヲ
ナ
ス
事

　
本
村
既
二
農
業
ヲ
以
テ
村
是
ノ
基
礎

ト
ナ
シ
独
立
自
営
ノ
途
ヲ
講
ス
ル
以
上

子
弟
ノ
教
育
方
針
亦
農
村
ノ
子
弟
ト
シ

テ
其
性
格
ヲ
養
ヒ
、
其
実
ヲ
挙
ゲ
ザ
ル

ベ
カ
ラ
ズ
、
爾
後
毎
年
小
学
校
卒
業
生

ヲ
実
業
補
習
学
校
へ
入
学
セ
シ
メ
、
農

業
上
ノ
知
識
ヲ
養
ヒ
、
実
地
練
習
ノ
効

ヲ
積
マ
シ
メ
ン
ト
ス
、
之
レ
カ
方
法
ト

シ
テ
ハ
年
々
卒
業
期
前
二
村
長
並
二
小

学
校
長
ハ
卒
業
生
徒
ノ
家
庭
及
本
人
二

対
シ
、
農
業
教
育
ノ
必
要
ヲ
説
示
シ
、

可
成
多
数
ノ
入
学
ヲ
奨
励
ス
ル
モ
ノ
ト

ス　
◎
牛
馬
耕
ヲ
奨
励
ス
ル
コ
ト

　
労
力
ヲ
節
減
シ
、
深
耕
ニ
ヨ
リ
土
壌

ノ
改
善
ヲ
計
ル
ハ
牛
馬
耕
二
於
テ
其
効

果
ノ
多
大
ナ
ル
ヲ
認
ム
、
故
二
之
力
指

導
ヲ
ナ
シ
、
一
般
二
実
施
ス
ル
コ
ト
ヲ

奨
励
ス
ベ
シ

　
◎
肥
料
ノ
改
善
ヲ
計
リ
、
緑
肥
ノ
栽

培
及
堆
肥
ノ
完
全
ヲ
期
ス
ル
コ
ト

ニ
、
植
林
ヲ
奨
励
ス
ル
コ
ト

　
近
来
山
林
ノ
未
タ
伐
採
期
二
達
セ
ザ

ル
ニ
、
早
ク
モ
伐
採
シ
、
或
ハ
伐
採
後

全
ク
放
置
シ
、
自
然
繁
茂
二
任
セ
、
或

ハ
一
旦
植
林
ヲ
了
ス
ル
モ
手
入
二
至
リ

テ
ハ
全
然
顧
ル
処
ナ
キ
等
、
植
林
ノ
本

　
　
モ
ト

旨
二
淳
ル
モ
ノ
往
々
見
ル
処
ナ
リ
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
フ

　
斯
ノ
如
キ
ハ
遂
二
山
林
ヲ
シ
テ
荒
蕪

二
帰
セ
シ
メ
又
救
済
ノ
途
ナ
キ
ニ
至
ラ

シ
ム
、
爾
今
山
林
ノ
整
理
二
勉
メ
、
植

林
ヲ
シ
テ
完
全
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
期

ス
ベ
シ

　
乙
、
副
業
二
関
ス
ル
事
項

　
一
、
養
蚕
ヲ
奨
励
ス
ル
コ
ト

　
農
家
副
業
ト
シ
テ
最
モ
主
ナ
ル
モ
ノ

ハ
一
二
養
蚕
業
二
帰
ス
、
本
村
ノ
如
キ

ハ
気
候
風
土
養
蚕
二
適
ス
故
二
、
前
ニ

モ
述
ヘ
タ
ル
如
ク
桑
園
ノ
改
良
増
殖
ヲ

促
シ
、
同
時
二
互
二
相
督
励
シ
、
蟻
量

の
襯
瓢

二
於
テ
少
ク
モ
現
在
ノ
三
倍
以
上
二
達

セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
期
ス
ベ
シ

ニ
、
藁
細
工
奨
励
ノ
コ
ト

　
本
村
冬
期
四
ケ
月
間
ハ
全
ク
積
雪
中

ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
多
ク
ハ
室
内
二
蟄
居

ス
ル
ノ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
時
期
ナ
リ
ト
ス

此
間
副
業
ト
シ
テ
奨
励
ス
ヘ
キ
モ
ノ
農

村
ノ
常
態
ト
シ
テ
藁
細
工
ノ
最
モ
適
切

ナ
ル
ヲ
認
ム
、
其
種
類
製
造
方
法
販
路

等
詳
細
ノ
調
整
ヲ
ナ
シ
、
将
来
充
分
ナ

ル
発
達
ヲ
期
セ
ン
ト
ス

　
丙
、
風
俗
二
関
ス
ル
事
項

一
、
質
素
勤
倹
ノ
精
神
ヲ
助
長
ス
ル
事

　
近
時
社
会
ノ
風
潮
ハ
徒
ラ
ニ
外
形
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ョ
ウ
シ
ャ
　
ト
ウ
ト
ウ

馳
セ
、
華
美
ヲ
競
ヒ
、
驕
奢
ノ
流
酒
々

ト
シ
テ
底
止
ス
ル
処
ヲ
知
ラ
ス
、
本
村

亦
漸
次
浸
染
ノ
害
ヲ
受
ケ
、
本
来
質
素

ボ
ク
ト
ツ

朴
訥
ノ
美
風
ヲ
打
破
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
イ
チ
ョ
ク

向
ア
リ
、
村
民
大
二
戒
飾
ヲ
加
へ
、
各

自
ノ
反
省
ヲ
求
メ
、
不
抜
ノ
精
神
ヲ
酒

養
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
勉
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

　
④
年
賀
振
舞
、
秋
振
舞
等
ハ
多
大
ノ

失
費
二
陥
ラ
サ
ル
様
注
意
シ
、
漸
次
精

神
的
二
行
フ
様
努
ム
ル
コ
ト

　
◎
盆
・
彼
岸
等
配
リ
物
ヲ
廃
止
ス
ル

コ
ト

　
但
、
祖
先
ヲ
尊
敬
ス
ル
精
神
ヲ
以
テ

本
家
へ
呈
供
ス
ル
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ

ニ
、
時
間
ノ
励
行
ヲ
期
ス
ル
コ
ト

　
時
ハ
金
ナ
リ
、
而
カ
モ
慣
習
ノ
久
シ

キ
総
会
時
間
ノ
契
約
ア
ル
モ
履
行
ノ
観

念
甚
タ
薄
ク
、
為
二
空
シ
ク
貴
重
ノ
時

　
　
　
　
　
　
テ
ン

間
ヲ
徒
費
シ
、
悟
ト
シ
テ
顧
、
、
、
ス
、
又

敢
テ
怪
マ
ズ
、
因
テ
生
ズ
ル
不
利
益
実

二
甚
シ
、
之
矯
正
セ
サ
ル
可
ラ
ザ
ル
要

件
ナ
リ
、
爾
後
公
会
二
私
会
二
於
テ
モ

互
二
相
戒
メ
相
責
メ
、
従
来
ノ
弊
害
ヲ

サ
ン
ジ
ョ

蔓
除
シ
、
各
自
ノ
福
利
ヲ
増
進
セ
シ
メ

ン
コ
ト
ヲ
期
ス

　
三
、
飲
酒
二
於
ケ
ル
弊
害
ヲ
矯
正
ス

ル
コ
ト

　
酒
ハ
百
薬
ノ
長
ト
申
シ
、
適
度
二
良

ク
用
フ
レ
バ
効
多
カ
ラ
ン
モ
、
常
二
多

量
二
飲
用
ス
ル
ハ
害
ア
ツ
テ
益
ナ
シ
、

殊
二
「
ダ
イ
モ
チ
」
ト
称
シ
、
大
盃
中

二
各
自
ノ
残
酒
ヲ
ツ
ギ
入
レ
、
順
次
飲

廻
シ
ニ
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
公
衆
衛
生
上
ヨ

リ
観
テ
モ
甚
ダ
危
険
ナ
リ
注
意
ス
ベ
キ

コ
ト
ナ
リ

　
四
、
冠
婚
葬
祭
二
就
テ
ノ
心
得

　
④
婚
礼
ハ
人
生
ノ
大
切
ナ
ル
儀
式
ナ

リ
、
然
ル
ニ
嫁
、
聾
ヲ
見
ン
為
二
其
家

ノ
戸
障
子
ヲ
破
リ
、
甚
シ
キ
ハ
其
客
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ヒ

ノ
動
作
ヲ
批
評
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
野
鄙
モ

亦
甚
シ
ト
云
フ
ベ
シ
、
将
来
厳
禁
ス
ベ

キ
コ
ト
ナ
リ

　
◎
嫁
ヤ
聾
ヤ
リ
等
二
冬
期
祝
ト
称
シ

雪
玉
ヲ
打
チ
附
ケ
ル
コ
ト
モ
野
蛮
極
リ

ナ
ク
将
来
厳
禁
ス
ル
コ
ト

　
◎
祭
神
ハ
土
地
ノ
氏
神
、
産
土
神
ト

称
シ
、
勲
功
ア
ル
神
々
ヲ
祭
レ
ル
ナ
リ

是
レ
祖
先
ヲ
崇
拝
ス
ル
精
神
ヨ
リ
出
デ

タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
国
民
道
徳
ノ
根
元
タ

ル
忠
孝
ノ
真
髄
ハ
実
二
絃
二
存
ス
故
二

我
々
村
民
タ
ル
モ
ノ
ハ
赤
誠
ヲ
サ
サ
ゲ

神
ヲ
崇
敬
シ
、
コ
レ
ニ
事
フ
ル
ノ
心
掛

ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
左
二
主
ナ
ル
心
得

ヲ
列
挙
シ
、
祭
祀
二
対
ス
ル
美
風
ヲ
助

長
セ
ン
ト
ス

　
　
一
、
神
社
仏
閣
ノ
前
ヲ
通
過
ス
ル
ト

キ
ハ
必
ス
敬
礼
ヲ
ナ
ス
コ
ト

　
　
一
、
春
秋
ノ
祭
典
ニ
ハ
老
幼
相
扶
ケ

参
拝
ス
ベ
キ
コ
ト

　
　
一
、
境
内
ノ
花
木
ヲ
折
ラ
ザ
ル
ハ
勿

論
、
楽
書
汚
損
等
不
敬
ノ
行
為
ハ
断
ジ

テ
ナ
サ
ザ
ル
コ
ト

　
　
一
、
祭
典
ヲ
盛
大
二
行
フ
ハ
奨
励
ス

ベ
シ
ト
錐
モ
、
徒
二
酒
食
ノ
慾
二
耽
リ

華
奢
二
流
レ
且
ッ
生
業
ヲ
怠
ル
ガ
如
キ

　
ハ
深
ク
警
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

　
　
一
、
小
児
出
生
及
結
婚
ノ
場
合
、
入

隊
、
除
隊
又
ハ
遠
地
へ
旅
行
ス
ル
場
合

其
他
一
身
一
家
ニ
ト
リ
テ
目
出
度
事
ア

ラ
バ
神
社
二
詣
テ
テ
其
旨
ヲ
奉
告
ス
ベ

　
キ
コ
ト

　
　
一
、
成
ル
ベ
ク
一
村
一
祭
ノ
実
ヲ
挙

ゲ
、
精
神
的
二
神
ヲ
祭
祀
ス
ル
ノ
美
風

　
ヲ
助
長
ス
ベ
キ
コ
ト
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rわが家の家計簿」体験談

新潟県貯蓄推進委員会入選作品

楽しく生きるために・一・②

58年度決算がまとまる

渡辺ヒサ
　　　（新町新田）

□記帳で気持ちにゆとりを

　当時（昭和37年）の医療費は世帯主が5割、

家族が7割負担でした。義母の入院で、わが

家の貯金などは文字通り焼け石に水、支払い

のため山林が人手に渡ってゆきました。当然

毎日の生活も苦しくなり、私もどうしたら収

入を増やせるかと、山ごぼうを作ったり、加

工トマトを作ったり、男の人たちにまじって

勉強しましたが、手間のかかるわりに、収入

は得られませんでした。冬の間は、カスリツ

キ（紬の糸を染色する）など、無我無中で働

きました。

　43年の2月に義父が他界し、1か月後に主

人が仕事で怪我をしてしまい、これをきっか

けに経営を変えようと決心し、織機を3台入

れてハタ織りを始めました。そして10年、仕

事を始めるための借入金の返済も終わり、苦

しい中にも子供の学費、結婚資金もなんとか

蓄えることができました。

　44年から家の光家計簿を使い始めました。

分類が大ざっぱであいまいだと主人は言いま

したが、私にとってはたいへん面倒なもので

した。確定申告を青色にしたのもこのころで

す。よく家計簿などつけてもつけなくても出

る金は出るといわれます。事実そのとおりの

面もあると思います。しかし必ず無駄を発見

できます。例えば、慣習になっていた交際の

費用などまっ先に目につきます。それは一朝

一夕に改めることはできなくても、節約しな

ければ……節約しよう、という心構えを持つ

ことができます。これなど最初に表れる効果

の一つだと思いました。わが家の収支を見渡

すことで気持ちにゆとりができました。

　そして50年に台所と風呂場を、52年に自分　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラたちの部屋の改造と長年の夢がかなえられた　：

ときのうれしさは忘れられません。やっと軌　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道に乗った仕事でしたが、押し寄せる不景気　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の波には抗しきれず55年に廃業し、主人は2　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ度目の勤めに出るようになりました。やがて　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農協の貯金、購売品の引き落としが電算に変　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
わり、費目の分類が一目でわかるようになり、1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ記帳がとても楽になりました。　　　　　　　1

　十日町地域広域事務組合は、十日町市・川西町・津南

町・中里村が資金を出し合い、広域的な消防活動・と畜

場・総合福祉センター（御陣荘）の各事業を行っていま

す。

　このたび、昭和58年度決算がまとまりましたので、概

略をお知らせします。

歳

歳

入67，031万円
出　64，504万円

差引繰越金 2，527万円

火災・風水害等

出動状況

川西町消防団国懸囎

　47回出動

（全体の17％）

議会費　58万円
総務費1，164万円
公債費1，978万円

十日町市

繰越金
／2，649万円
その他
　2，145万円

中里村
7，283万円

負

歳入
67，031万円

59・569万円

担

金

29，749

　　万円

津南町

消防

施設費

11，947

　　万円

13，419万円

消
　　　　　常備
　　防
　　　　　　消防費

歳出
64，504万円

61，304

　　万円

非常備消防費

10，582万円

費
　　　38，775
　　　　万円

特別会計

救急

　出動状況

川西町

　163回

（全体の13％）

会計名 歳　入 歳　出 繰　越 ノH西町の
負　担金

総合福祉
センター

　万円
1，706

　万円
1，565

万円

141
万円

18
と畜場会計 3，384 3，101 283 116

合　　　計 5，090 4，666 424 134
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鋸卓。轟、
翻h、艦血亜㊥

　立秋を過ぎたのですが、暑さは

いっこうに和らぎません。

　この暑さは、水稲にとっては好
ましく、実りの秋が楽しみです。

　とはいっても、人間のほうはい
ささかバテ気昧です。

　こんなときには注意力が散漫と
なります。車を運転する人は、キ

リリとシートベルトを締め、気持
ちを落ち着け、ハンドルを握りま
しょう。

「
移
動
役
場
」

　
　
　
　
　
た
だ
今
仙
田
地
区
を
訪
問
中

　
「
移
動
役
場
」
が
、
昨
年
八
月
に
小

脇
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
同
じ
月
に
田
戸
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
五
月
に
高
倉
㌦

白
倉
、
七
月
に
は
室
島
と
岩
瀬
と
い
う

順
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
移
動
役
場
は
、
地
域
の
問
題
や
町
の

交通寮全を

〆 将
来
な
ど
を
大
ぜ
い
の
方
々
と
ひ
ざ
を

交
え
て
気
軽
に
話
し
合
う
場
と
し
て
設

け
た
も
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

出
ま
す
が
、
や
れ
る
も
の
は
す
ぐ
に
解

決
を
し
て
い
く
心
構
え
で
臨
ん
で
い
ま

す
。
町
側
か
ら
は
町
長
、
助
役
、
収
入

役
、
教
育
長
、
各
課
長
、
局
長
が
出
席

し
ま
す
。

　
七
月
十
八
日
夜
の
室
島
集
落
セ
ン
タ

ー
で
の
移
動
役
場
に
は
、
約
四
十
人
の

方
々
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
話
し
合
わ
れ
た
問
題
は
、
除
雪
や
道

路
、
教
育
、
転
作
、
公
害
な
ど
と
幅
広

い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

前
向
き
に
検
討
を
加
え
ま
す
。

室島での「移動役場」

　
交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
コ

　
今
回
は
、
各
地
で
行
わ
れ
た
交
通
指

導
や
大
会
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま

す
。

鎌
▲7／27郡市小学校児童代表1日交通課員
　「シートベルトをお願いします」（中央町で）

レ
交
通
指
導

　
七
月
二
十
五
日
（
水
）
、
国
道
2
5

2
号
線
松
葉
沢
ダ
ム
付
近
で
の
交
通
指

導
で
は
、
午
前
七
時
か
ら
八
時
半
ま
で

に
、
バ
イ
ク
を
含
め
て
二
百
二
十
六
台

の
通
過
車
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

》

「
ポ
ス
タ
ー
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
」

〈
仙
田
交
通
安
全
家
族
大
会

　
　
七
月
二
十
一
日
の
夜
に
行
わ
れ
ま
し

　
た
。
大
会
決
議
の
後
は
楽
し
い
ア
ト
ラ

　
ク
シ
ョ
ン
。

鐘麟盤辮転欝鐘譲韓灘蓬襲議．馨羅灘i；嚢灘勲鋤灘蟹籔毒鍵難§藁騰擢鑛嚢鐙鍛蝿蘇萎i難

　　　甑　　霧　購撒鱗

中
屋
敷
の

　
　
子
供
相
撲
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
し

　
中
屋
敷
子
供
相
撲
大
会
は
土
用
の
丑

の
日
に
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
七
月
三

十
日
で
し
た
。

十
七
夜
の
に
ぎ
わ
い

　
七
月
十
六
日
の
夜
は
千
手
観
音
の
祭

礼
で
す
。
今
年
は
久
し
ぶ
り
に
雨
も
落

ち
ず
、
た
い
そ
う
な
に
ぎ
わ
い
と
な
り

ま
し
た
。

　
写
真
は
、
七
時
半
ご
ろ
仁
王
門
の
前

で
撮
り
ま
し
た
。
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“
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
”
を

　
　
　
交
通
安
全
県
宣
言

　
　
　
　
　
　
記
念
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
田
隆
　
策
さ
ん

　
　
「
交
通
事
故
の
悲
劇
の
な
い
新
潟
県

を
」
と
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
十
日
に

新
潟
県
で
は
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。

　
七
月
十
二
日
に
新
潟
市
の
県
民
会
館

で
、
宣
言
二
十
二
周
年
記
念
県
民
大
会

が
開
か
れ
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安

全
母
の
会
、
そ
れ
に
一
般
参
加
の
人
た

ち
、
約
千
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
の
犠
牲
者
の
め
い
福
を
祈

っ
て
、
午
後
一
時
に
参
加
者
全
員
が
黙

と
う
を
さ
さ
げ
、
開
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　
君
知
事
、
県
会
議
長
、
県
警
本
部
長

な
ど
が
、
近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る
交

通
事
故
の
減
少
を
呼
び
か
け
る
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
続
い
て
本
年
度
か
ら
重
点

事
業
と
し
て
官
民
一
体
で
推
進
す
る

“
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

運
動
”
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
発
表
さ

れ
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
通
安
全
優
良
校
・
事
業

糠
磁

藤田隆策さん

所
・
功
労
者
・
運
転
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の

表
彰
が
あ
り
、
誓
い
の
こ
と
ば
の
提
唱

で
、
　
「
愛
の
一
声
　
ゆ
ず
り
あ
い
の
心

で
　
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
新
潟
県

を
作
る
」
と
の
誓
い
に
、
参
加
者
一
同

が
交
通
事
故
絶
滅
へ
の
思
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
で

交
通
安
全
の
話
し
合
い
を
持
ち
、
交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、
正
し
い
交
通
の
き
ま
り
を
身

に
つ
け
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
実
行
で

き
る
自
覚
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
交
通
事
故
が
人
の
力
に
よ
っ
て
避
け

ら
れ
る
こ
と
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

家
族
ぐ
る
み
で
安
全
運
動
推
進
に
努
め

る
よ
う
、
再
認
識
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
の
中
核
で
あ
る
主
婦
の
方
々
か
ら

も
、
こ
の
種
の
大
会
に
ふ
る
っ
て
参
加

さ
れ
ま
す
よ
う
希
望
し
ま
す
。

　
記
念
講
演
は
、
交
通
評
論
家
三
角
嘉

裕
先
生
で
、
演
題
は
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
効
果
と
事
故
事
例
」
で
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
被

害
が
軽
減
で
き
る
点
、
ま
た
軽
減
で
き

た
と
思
わ
れ
る
点
な
ど
、
い
く
つ
か
の

事
故
事
例
に
つ
い
て
一
時
間
余
り
に
わ

た
り
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
万
一
の
事
故
に
備
え
、
運
転
者
も
同

乗
者
も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
。

“
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
運
動
”

　
　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

ハ
鯛
）

　－途凱

浮オっ
‘鑑

馨し
箋自の

1ザ。o

㌃や

鰻
0900●・

『1密き．

嘱ξ撫糠
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水
墨
画
集
が
完
成

　
　
木
島

　
　
　
南
雲
吉
治
さ
ん

あ
り
　
一
集
に
二
十
枚
ほ

ど
の
花
や
魚
の
絵
が
つ
づ

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
ふ
と
思
い
つ
い
た
も

の
を
か
き
、
そ
れ
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
」

　
山
ゆ
り
や
菊
、
イ
カ
や

力
二
な
ど
が
ま
ぶ
た
に
焼

き
付
い
た
。
水
墨
画
だ
け

　
水
墨
画
集
を
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ら

れ
た
南
雲
さ
ん
を
お
た
ず
ね
し
た
。

　
　
「
私
は
多
趣
味
で
、
な
ん
で
も
や

っ
て
み
た
い
タ
チ
で
す
が
、
水
墨
画

は
始
め
て
か
ら
二
年
く
ら
い
に
し
か

な
り
ま
せ
ん
」

　
南
雲
さ
ん
の
書
道
や
詩
吟
に
は
年

季
が
入
っ
て
い
る
。
若
い
こ
ろ
に
は

俳
句
や
短
歌
を
た
し
な
み
、
釣
り
も

三
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
仕
事
の
関
係
で
長
年
筆
字
を
書

い
て
い
た
の
で
、
今
度
は
絵
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
い
う
気
に
な
り
ま
し
た
」

　
水
墨
画
集
は
三
集
ま
で
　
水
墨

　
　
、

で
な
く
、
墨
彩
画
（
絵
の
具
を
ち
ょ

っ
と
使
う
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
「
水
墨
画
は
筆
が
五
、
六
本
あ
れ

ば
い
い
で
す
。
紙
は
障
子
紙
を
色
紙

大
に
切
っ
て
使
い
ま
す
。
そ
れ
に
墨

で
す
が
、
中
国
製
の
も
使
い
ま
す
」

　
筆
を
留
め
な
い
で
、
サ
ッ
と
か
く

の
が
コ
ツ
で
あ
る
。

　
　
「
ボ
カ
シ
は
技
術
を
必
要
と
し
ま

す
。
紙
を
ぬ
ら
し
た
り
も
し
ま
す
。

濃
淡
も
難
し
く
、
水
の
つ
け
具
合
や

墨
の
す
り
具
合
で
表
し
ま
す
」

　
参
考
書
を
読
ん
だ
り
し
、
研
究
に

は
余
念
が
な
い
。

　
　
「
日
曜
大
工
が
好
き
で
、
ガ
ク
を

作
っ
た
り
、
ハ
ン
コ
ウ
を
リ
ノ
リ
ウ

ム
に
彫
っ
た
り
で
、
た
い
が
い
の
こ

と
は
自
分
で
間
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
」

　
旅
行
に
は
ス
ケ
ッ
チ
帳
を
離
さ
ず
、

目
に
つ
い
た
も
の
を
デ
ッ
サ
ン
す
る
。

　
　
「
年
を
取
っ
て
か
ら
の
た
め
に
、

趣
昧
を
広
げ
て
い
る
ん
で
す
」

　
小
国
和
紙
に
大
作
を
か
く
の
が
、

南
雲
さ
ん
の
“
夢
”
と
の
こ
と
。

画
集
を
手
に
南
雲
さ
ん
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◇主催　新潟県教育委員会

◇種目　次の各種目に一般の部と

　　　　高等学校の部を設ける

　【小説】　（一般）400字詰原稿

　用紙50枚以内　　（高校）400字

　詰原稿用紙20枚以内

　【詩】　（一般・高校〉400字詰

　原稿用紙4枚以内で現代詩とす

　る

　【短歌】　（一般・高校）1人新

　作5首を1編（つながりがなく

　ともよい）として審査

　【俳句】　←一般・高校）1人新

　作5旬を1編（つながりがなく

　ともよい）として審査

　【川柳】　（一般・高校）1人新

　作5句を1編（つながりがなく

　ともよい）として審査

◇応募上の注意

＊応募原稿は、400字詰原稿用紙

　にインク書きとする

＊常用漢字以外の漢字や読みにく

　い漢字には、振り仮名をつける

＊応募原稿1枚目に応募種目、一

　般・高校の区分、郵便番号、住

　所、氏名、性別、年齢、職業、

　電話番号を記入し、2枚目から

　本文を書き起こす
　　　　こう
＊小説は梗概（400字詰原稿用紙

　2枚以内）をつけ、右とじとす

　る。

　＊小説、詩は新仮名づかいを使用、

　他の種目は旧仮名づかいでもよ

　　い

　＊応募は1種目につき1編、ただ

　　1人2種目以内とする

　＊応募作品は未発表作品であるこ

　　と

　＊応募原稿は返却しない

　＊応募の際、あて先明記の返信用

　　はがきを同封すること

◇あて先

　〒951　新潟市一番堀通町　県

　庁第2分館　新潟県教育庁文化

　行政課（封筒表面にr県芸術祭
　文芸作品応募原稿」と朱書する〉

◇応募締切　10月9日（消印有効〉

歌会始のお題は「旅」

①昭和60年歌会初の1お題

　「旅」と定められました。

②詠進歌の詠進要領

　（曙永進歌は、自作の歌で1人1

　　首とし、未発表のものに限り

　　ます。

　（2）用紙は、半紙（習字用の半紙

　　がよい）とし、毛筆で自書し

　　てください。

　（3居：式は、半紙を2つ折りにし、

　　開いて右半面にお題と歌、左

　　半面に郵便番号、住所、氏名

　　（ふりがなつき）、生年月日、

　　職業を書いてください。

③詠進の期間

　9月1日から10月11日までとし、

　郵送の場合は、消印が10月11日

　までのものを有効とします。

④郵便のあて先

　r〒100　東京都千代田区千代

　田1番1号　宮内庁」とし、封

　筒にr詠進歌」と書き添えてく

　ださい。詠進歌は、小さく折っ

　て封入しても差し支えありませ

　ん。

⑳⑦㊦、

行政書士試験の案内

①試験日　10月28日　（日）

②試験場　新潟市万代5－6－1

　新潟市立宮浦中学校

③受験手続

　（1）受験願書用紙の請求　用紙は

　新潟県総務部地方課で交付、郵

　便で請求する場合は封筒の表に

　赤字でr行政書士試験願書請求」

　と書き120円切手をはりあて先

　を書いた返信用封筒（B5サイ

　ズの入るもの）を必ず同封

　（2）申し込み方法　受験希望者は

　受験願書、受験資格を有するこ

　とを証する書面を新潟県総務部

　地方課行政係（〒951新潟市学

　校町通一番町602番地）に提出

④受付期間

　9月1日から9月7日まで
⑤受験資格

　学校教育法による高等学校を卒

　業した人……など

⑥試験科目

　（1桁政書士の業務に必要な法令

　（2γ一般常識

　（3作文

暖

r雇用保険法」の

主な改正内容

　雇用保険制度が誕生して以来、

ほぼ10年が経過し、その間に雇用

失業情勢も大きく変化してきまし
た。

　そこで、このような雇用失業情

勢の変化に対応して、失業した人

たちが1日も早く再就職すること

ができるよう雇用保険制度が改正

され、8月1日から実施されてい
ます。

　制度改正の主な内容は次のとお

りです。

①早期に再就職した人には、再就

　職手当が支給されます。

②65歳以上の人には、従来の基本

　手当ではなく、一時金が支給さ

　れます。

③65歳以上で新たに雇用される人

　は、被保険者になりません（た

　だし、希望者は1回限り加入で

　きます）。

④定年等で退職した人には、受給

　期問延長制度が設けられます。

⑤失業給付を受けられる日数が変

更されます。

⑥賃金日額の算定の基礎となる賃

　金の範囲が変更されるとともに、

　失業給付の額が引き上げられま

　す。

⑦保険料の免除年齢は、昭和60年

　4月から64歳以上となります。

　詳しい内容や不明の点につきま

しては、十日町公共職業安定所（

a57－2407）へおたずねください。
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善

出息

次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　※囹
円柳一・
　藤般
　作寄
　さ付
　ん金

（
学
校
町
）
か
ら
五
万

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
江
口
俊
三
さ
ん
（
小
白
倉
）
か
ら
三

　
万
円

※
星
名
仁
作
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
一
二
万

　
円

※
数
藤
貞
義
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
五
万

　
円

※
田
中
政
司
さ
ん
（
下
原
）
か
ら
一
二
万

　
円

※
山
田
敬
一
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
三
万

円
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　しゃくねつの太陽の下、各地で

スポーッ大会が繰り広げられてい

ます。今回は、少年野球大会とゲ

ートボール大会を取り上げました。
を追って

少年野球大会

千
手
小
A
に

優
　
勝
　
旗

　
川
西
町
少
年
野
球
大
会
は
、
今
年
で

十
四
回
目
に
な
り
ま
す
。

橘小B対千手小B戦

　
先
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の
二
日

間
、
庚
塚
運
動
場
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
四
チ
ー
ム
が
出
場
、

千
手
小
A
が
優
勝
し
ま
し
た
。

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
戦

　
千
手
小
A
　
O
O
O
2
0
0
0
　
2

橘
小
A
O
O
O
O
1
0
0
1

Aブロック

優勝千手小A

、点

上
野
小
A

千
手
小
A

仙
田
小
A

橘
小
A

　
らB

ブ
ロ
ッ
ク
は

　
　
　
　
干
手
小
B

B
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
五
チ
ー
ム
が
出
場

翠

し
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
橘
小
B
と
上
野
小
B
を

破
っ
た
千
手
小
B
と
、
仙
田
小
B
を
破

っ
た
干
手
小
C
と
の
対
戦
で
、
千
手
小

B
が
12

－
0
で
貫
ろ
く
勝
ち
し
ま
し
た
・
臨

J・破を　　　　Aブロック優勝の千手小A
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二鰍）欝9講！
　　1時まで、大倉・大白倉・小白倉．　担

●8月29日（水）／午前9時から正午

　まで、星名新田・田代．

●8月30日（木）／午前8時から正午

・無雛1牽欝溺

ゼ
ヘ
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難

　灘雛

第1ゲート通過

ゲートボール大会

二
分
団
明
朗
会
A
が

優

勝

　
第
五
回
川
西
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
先
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
チ
ー
ム
は
三
十
五
チ
ー
ム
に
も

及
び
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
チ
ー
ム
も
こ
の
日
の
た
め
に

一
生
懸
命
練
習
し
て
臨
み
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
は
、
優
勝
が
二
分
団
明
朗
会

A
、
二
位
一
分
団
寿
会
B
、
三
位
川
辺

高
砂
会
A
、
四
位
に
三
分
団
千
寿
会
B

が
入
り
ま
し
た
。

　　決勝戦
　優勝二分団明朗会A

　8　　　　　7
10　　8　，16　　4

川
辺
高
砂
会
A

一
分
団
寿
会
B

8
　
　
三
分
団
干
寿
会
B

二
分
団
明
朗
会
A

　
三
位
決
定
戦
は
、
川
辺
高
砂
会
A
が

13
1
8
で
三
分
団
千
寿
会
B
を
破
り
ま

し
た
。
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磯鰯腰籔撫轟講鮪，，善衛繰．．
た
い
せ
つ
な

乳
幼
児
検
診

　
小
児
期
の
発
育
は
目
に
見
え
て
進

み
ま
す
。
生
涯
の
健
康
の
基
礎
を
築

く
の
は
小
児
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期

の
健
康
の
い
か
ん
は
生
涯
の
健
康
を

左
右
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
良
い
健

康
習
慣
を
養
い
、
心
身
と
も
に
健
康

な
人
と
し
て
成
長
す
る
よ
う
注
意
し

て
育
て
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

次
の
定
期
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
産
後
検
診

　
　
　
　
母
体
の
回
復
状
態
、
乳

　
　
　
児
の
栄
養
状
態
、
発
育
状

態
の
チ
ェ
ッ
ク

②
四
か
月
児
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

　
異
常
の
早
期
発
見
（
先

こ
だ
つ
　
ず
が
い
ろ
う

股
脱
、
頭
蓋
労
、
心
疾
患
、

知
能
発
育
遅
滞
な
ど
）

③
六
か
月
児
検
診

　
知
能
の
発
育
、
ヘ
ル
ニ

ァ
、
体
質
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
と
離
乳
食
が
順
調
に
進

め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か

④
十
二
か
月
児
検
診

　
乳
児
期
最
後
の
検
診
、

全
体
の
発
育
が
順
調
に
進

め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

断
乳
準
備
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
の
指
導

⑤
一
歳
六
か
月
児
検
診

　
虫
歯
予
防
、
オ
ヤ
ッ
の
与
え
方
、

日
常
の
生
活
習
慣
の
チ
ェ
ッ
ク

⑥
二
歳
児
検
診

　
異
常
の
早
期
発
見
、
虫
歯
予
防
、

排
せ
つ
の
し
つ
け

⑦
二
歳
児
検
診

　
精
神
面
、
身
体
面
の
異
常
の
早
期

発
見
、
生
活
習
慣
の
自
立
、
虫
歯
予

防
、
食
事
と
手
づ
く
り
オ
ヤ
ッ
の
与

え
方

　
乳
児
検
診
は
毎
月
一
回
、
幼
児
検

診
は
年
三
回
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
定
期
検
診
は
、
子
供
の
発
育
の

状
況
や
栄
養
の
や
り
方
、
し
つ
け
の

仕
方
な
ど
、
体
と
心
の
全
般
に
わ
た

っ
て
検
査
や
指
導
を
受
け
る
よ
い
機

会
で
す
。
病
気
の
心
配
が
ま
っ
た
く

な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
意
外
な
異

常
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
定
期
検
診
の
機
会
は
逃
さ
な

い
で
受
け
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。
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各
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吐
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ヤ

働
支

げ　
　
　
　
．
竃

孟
■
浬
琴

＼

い
飛

＾
鑓
，

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
暑
き
骸
き
葛

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
ゆ
う
た

渡
部
　
祐
太
　
正
巳
　
長
男

　
　
　
ま
、
い

佐
藤
　
麻
衣
　
正
利
　
長
女

　
　
　
だ
い
す
け

星
名
大
輔
藤
一
長
男

　
　
　
ゆ
う
き

小
林
　
祐
樹
　
光
雄
　
長
男

　
　
　
ひ
ろ
し

羽
鳥
　
裕
史
　
光
雄
　
長
男

　
　
　
か
ず
き

江
口
　
一
樹
清
　
長
男

　
　
　
み
や
こ

川
上

都
三
喜
男
長
女

田
畑
の
ぞ
み
　
誠
　
　
長
女

　
　
　
と
も
こ

相
崎
朋
子
孝
一
　
二
女

r

野
　
口

高
原
田

伊
友

上
野

木
落

小
白
倉

学
校
町

元
町

沖
立

　
　
　
　
堅
婆
讃
；
乞
；
』
；

小
わ
琶

　
　
　
岬
壇

太
田
白
南
風
選

霜
条
星
名
星
光

◎
百
姓
の
暑
さ
喜
ぶ
稲
の
出
来

露
分
け
て
青
田
の
中
の
稗
を
引
く

　
梅
雨
明
く
や
寺
の
朝
課
の
鐘
渡
る

　
螢
火
の
高
き
一
つ
の
杉
の
上

　
庭
広
く
南
瓜
の
花
の
真
盛
り

　
　
　
　
　
　
三
領
　
水
品
　
　
律

◎
毒
だ
み
の
十
字
十
字
の
昏
れ
残
り

　
朝
顔
の
咲
き
初
め
母
の
忌
も
近
し

山
日
め
ぐ
み
利
春

　
　
　
ひ
で
み
。

星
野
秀
美
久
夫

　
　
　
ま
さ
し

山
日
　
政
志
　
哲
夫

　
　
ひ
ろ
の
ぶ

南
雲
悠
延
洋
一

　
　
　
と
も
ゆ
き

茂
野
知
幸
邦
雄

　
　
よ
し
ひ
ろ

小
林
慶
裕
良
房

　
　
　
か
ず
み

門
脇
和
実
慶
淳

　
　
　
じ
ゅ
ん

五
十
川
潤
清

長長長長二ニニ＝二
男男男男男男女女
沖伊中伊寺仁野仁　　屋立友敷友尾田H田

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

高池田敷市山
橋竹中藤川田

マセ六貞善
ツン藏作松勇

柔仁原下沖学仁
諺　　　　校
垂．田田原立町田
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7月の交通事故発生件数
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件
傷
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酒
酒

指
州
轄
簿
轄
旧
慾
頴
顕
暴
舘
轄
簿
擢
箔

冨重　　（）内は前年比較
あウ

轄蕾踏Xl撒堀；燃苓£そ1宝

　
　
　
　
聖
鑑
轡
　
　
　
隔
．
『
一
蕪
●
3
　
；
マ
．
。

掌
を
染
め
て
土
用
三
郎
の
紫
蘇
を
も
む

八
朔
の
涼
風
ぬ
け
る
大
本
堂

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
雄

農
休
ふ
れ
廻
り
来
る
土
用
晴

夏
帽
を
ふ
っ
て
ガ
イ
ド
の
別
れ
か
な

力
士
碑
に
一
礼
を
し
て
裸
の
子

棟
梁
の
座
の
決
り
あ
る
端
居
か
な

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
酔
月

十
薬
の
一
叢
白
き
段
畑

土
用
入
り
鰻
入
荷
の
札
か
け
て

朝
顔
の
こ
ぼ
れ
種
咲
く
空
家
か
な

朝
顔
の
窓
を
覆
う
て
繁
り
た
る

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
チ
ヨ
ノ

心
配
ご
と
相
談

●
8
月
22
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
i

●
8
月
29
日
．
…
・
．
．
総
合
セ
ン
タ
ー

（
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
）

●
9
月
5
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
9
月
1
2
日
．
…
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

※
時
問
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
で

す
。
事
前
に
事
務
局
（
智
6

8
1
2
3
0

8
）
へ
相
談
内
容
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

朝
顔
の
す
だ
れ
と
な
り
し
居
間
の
窓

朝
顔
の
絵
日
記
つ
づ
く
夏
休

土
の
香
に
土
用
の
兆
し
感
じ
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

な
す
紺
と
い
ふ
色
に
咲
く
茄
子
の
花

傾
き
し
旧
道
の
ふ
ち
落
し
文

軒
下
に
名
無
草
咲
き
梅
雨
晴
れ
間

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

右
左
き
ま
り
な
き
ま
・
ね
じ
れ
花

さ
や
け
さ
の
朝
か
な
か
な
や
出
穂
近
し

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
　
秀

雷
で
梅
雨
明
け
と
な
る
土
用
か
な

梅
漬
の
塩
ふ
き
染
ま
る
土
用
干
し

／
又


